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Lithospermum　Erythrorhizonに含有される

Gonadotrophin不活化物質に関する研究
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Tecl川ical　Offic¢r‘）f　Minislry　of　He‘しltil　and　Welfare．1♂or1110r　ne111bα（，f

　　　　　　【he　hygiellic　labol’at｛，ry　（、｝f　NI［gan｛｝Pr鱈fectur｛3

　　　　　　　　　　緒雷　　　　ラサキ科植物の6種すなわ5らLiしi1りSPormum　ru（lerale・
　ノ、ラーリ・キ和卜和，工4勿（Lit110SPermUIU）　カ～激益1」還撤壬藁と　　　　L・croC¢Um，　L・（【i8ticUm・　1’・la［i正（」liUm，　L・

して注1…1を裕びたのは，1941年のTrail1，　Hendrich5，　　　arvellse，　L・‘｝fflcinaloについて，これら植物の根部

Archer1）等の報告に始ま《、，，　　　　　　　　および葉細1の水性瓢・、・スの試騨；内における抗一

　北アメリカ合衆園ネバタ洲1に二1備するイソプィアソ　　（沁nadotrOI）hlnド1棚を研究し，いずれの植物にも抗一

の人口が年々減少して行くことに注凹したアメリカ慢　　　GonadQしr（，pllill作用物質の存在することを誌めた‘，

務劣では，Traill等を現地に派遣し，インディアンの　　　　この炎験において彼等は1プレGonadotrOphin作111は

生活環境，とくに彼等の食生活について広汎な調査を　　　植物の種類，根部と藥茎部，収穫の時期，エキスの濃

墨施させた。その結果インディアンがこ0）地方に自生　　　度などにより薙のあることを見出している。また彼等

するムラサキ科植物の一一孫！RLith【）spermum　ruderale　　は抗一G｛｝nadotrOphin　lノ剛1物質は，植物な乾燥して保

を避妊の口的で煎用している事実がつきとめられ，こ　　　存すると安定しているが，水性エキスの状態ではその

の調査研究はアメリカ農務雀から発表された。ひきつ　　　抗一GonadotrQphh1活性は1～5週で殆んど消退し，

ついてCransto112）（1945）はLithospermum　nlderale　　水性エキスを酸性で保つと抗一GonadQtrophin活性は

のアルコール浸出液を食飼に混じてマウスに投与する　　　比較的安定していることを見幽した。

実験を行ない，出産率の低下，性周期の消央，子富重　　　　これらのことからGraham等は抗一GonadotrQphin

量：・精のう腺（前立腺を含む）の重鍛減少を確認し　　　作用物質の本体をある種のキノン系化合物であると

た。そしてまた性周期の消失はアルコール漫出液の投　　　推定し，いくつかのキノン化合物，ナフトキノン化合

与を中止するか，女性ホルモン（エストロソ），G（肝　　　物を用いて同様の蜜験を行なったが，例えば職ho・

a（lotrQphin（F・S．　H．）を注射することにより速やかに　　sperllutm　latifoliu拠の水性エキスでは僅か12’4で

11jl復することを認め，彼はLithosperult亘m　ruderale　　　100工．UのPregnant　Mare’s　Serum　GQnadotrQphl11

に経口投与により避妊効果の1り1待出来る物質が存在す　　（血清性性腺刺1曵ホルモン）を不活性化させるのに1

ることを報告した。　　　　　　　　　　　　　　　　　これらキノン化合物では少なくとも0ユ7解が必要であ

　その後DrasllerおJlびZah13）（19．｛6），　Plulllくettお　　　り，この琳実から推してムラサキ科植物に含4∫されて

よびNoble4）（1951）等はLitllospermumに奮有さオt　　いる抗一Gonadotrophi蒐1作用物質のGonadotrophin不

ている抗一Go翰～lotrophil1作用物質に関する研究な行　　　活化作用は遙かに強力であるとしたが，その作用機序

なったが，Dr轟磁穿等はこれらの作ハ4はマウスの種類　　　については全く不明であると述べている。

にょり異る反応な示すことを認め，霞たNob王e等ば　　　…・方，上述のGraham’拳のキ．ノソ系化合物の抗

ラットの性周期抑制の実験において，Lith‘）SP¢rmun｝　　－GQlladotrOPhi1、作川に関述して，　Rosel1および

のアルコール抽1⊥1エキスを皮7砲益射した場合には，該　　　Milima116）G955）1よ各種キノン化命物を用いて，これ

物質を経口投与した場合に較べて，その作用が10倍以　　　ら化合物のラット性周期抑制作用を爽験したが，経口

上強いことを見出した。　　　　　　　　　　　　　　　投与ではいずれの化合物も性周期を抑制しなかったの

　そしてさらに（｝rahamおよびMil1Inan5）（1955）はz・　　に対して，これらの化含物を非経口的｝二投与した場
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合，とくにOH一恭のorth。体のもの（1，2－dihydrQ一　　を抱き，長野県衛生研究所存こ在職中，この植物体より

xybenzelle，1，2，3－trihydroxybenzelle）はよく性周　　　抽出精製することを試みたが。このなかの若干の分屑

期を抑制した。しかしながらOH一基がC｝130一基に嚴　　　　（図1：爽験材料（1），（3），（4），（6），（7），

換されると抑制作用1よ失なわれた。さらにまたこれら　　（10））に抗一Gon三しdotrophin作♪｝1の存礁することが，

のキノソ化合物を反復投与した動物は，キノン化合物　　　信州大学医学部に於て岩引：，赤羽等の指導の闇”ドにイ．1

の抗一Gonadotrophh｝作用に反応し難くなることも見　　井18），福沢11｝），猿橋13）衰窄によって確認されたが，・二の

LLIされた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　抗一GOIladotml）hil1作月」物質が女llfrllなる化学rl勺物1‘’｛7e

　またLむserおよびWernZe7，（1955）はLithく）一　　あるかはなお明らかでなかった、，；』晋1・1皆は・二の点なさら

Spormumの水性エキスがill　vitr（，での実験で，　ql状　　　に追求し，新たなタlll見を得るに烈った4）でここに報皆

ll泉刺戟ホルモンを不活1生化すゐことを認めた。　ま’た　　　するし、

L6serおよびMikulicz8）（1955）1、i：LithQSpermUIユ｝

・）水i生エキスがin　vit…で、　P・。1・・（ll喬盤1！1細騨」　　　1・勲材料

戟ホルモン），Anterしm（．1血曜網…性腺刺載ホルモン）な　　　　　1・突験材料

どのGonad〔」吐rし）phh｝を不活1生化することを　（子宮煎　　　　　各実験｛｛イ’料は⊥・乏野り1～南佐久郡の野辺lllll’ll原で栽培し

鍛法にょり）報告している、，　　　　　　　　　　　　　　たLEの原ll「r：1を8，1瀬」：び911のllllナ天の1潜二採取t．，

　著者ほムラサキ科植物の・一種Lith（，sperlUum｛｝f・・　　3時1既天「l　ll吃燥した後：束ねてll「ドに吊り，1週間以．」；

ficinale　L　va「秩D　er》・thrし）rhi諸on（1リテ謂、不11産ムラサ　　　風乾したもσ）を用いて次の、Lうに処理して一ド記の12種

キ以下LEと略称する）が，長野県の美ケ原，菅’1へ　　　の物質を調製し，これを用いて実験を廿なった（図

野辺1」」ユo）などの火1⊥1灰土地帯で、膿高1、000～1，50071L　　　1）“

の南面傾斜地に自生していることな知り，この本邦塵　　　　（1）脱色索根部

LEにもNoble等が報告しているような抗一Gonad一　　　水洗して乾燥した根・部射朝工ヒ奈式抽出器（図2）に

otrOphi11作用物質が含有されているかどうかに関心　　　取り，エー・テルを用いて水浴」二で24時間以上連続抽1↓1

緬切　　　　　　　　　　　　　　残査　　　　　　　　　　濾液

關鯵験欄・｝　柚雌　　　　　 工課　　蚕艶査　　秘徽

硫酸々性

濾過

黄　　　　　　　　　　　　　　　 残査　　　　　 工一テ’レ　　　　　｝慮液　　　　　　　 一㍗　　　　 黒色睾占漕周　 濾液　　　　 エーテ」レ　　黒色享占董潟

図’1・　　　LEの各分屑の抽娼過程（※岡一物質’）
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を行ない，根部の入っているコルベンのエーテルが殆　　　　　（3）黄褐色エキス

んど無色になった後，抽出を止めてこれを取り出し，　　　　脱色素根部を粉砕して硝子容器に入れて，これに約

乾燥機に入れて80°Cの恒温でエーテル臭がなくなる　　　10倍量の水を加えて2「1闇霊温に放1猷すると水は茶褐

まで乾燥すると茶褐色の根部が得られる。　　　　　　　色を帯びてくる。これを吸引濾過し，濾液をビーカー

　この根部は長さ10～15㎝，II’1：径0．5～1，5（瀧でたてじ　　　に入れて液黛が大体÷～一齢鍛になる震で直火で濃縮す

わが多い9）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る。濃縮した液を蒸発illLに移し殆んど蒸発乾固した後

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　加温を止め，室温に放1醒すると固化して飴状の黄褐色

　　　　甕D　　　l識鰍灘為繊讐鶉総

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　％窒素約3．5％，灰分約3，37％となってい凱，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4）　茶褐色エキス

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（：｝）黄褐色エキス約509を500紹の蕪角フラスニコに

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　取り，これに約150紹の無水アルコールを加えて還流

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　冷却器をつけ，水浴Lで21：：1間以上抽出をffなうとア

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ル・伸ルは黄色を帯びごくる。このアル・垣ルを傾斜

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　法に」二り分離すると茶褐色のやや流動性エキスが残

　　　　　グ　　　　　　　・。・麟鍛蜘・，水瀧で殆ん徽乾1・、1・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て後加温を止め，室温に放厭すると固化して吸湿性’目’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　味を有する飴状の茶褐色エキスが得られる。

　　　Co。／　　　　　　　、：認傾懇認撚誰鷺髪驚編底。、，

　　　！ρ／　　　　　　　　　ベンに取り論螺←鮒してアル・一ルを融すると
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あとに黄白色のエキスが残る。これを少盤の無水アル

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼・晒で再び鰐しlr轍勺1㎝彦，燃約20醐硝潴・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に活性アルミナ（A王203）をつめ，このアルミナ溜を通

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　過させるとアル”一ルの通過に伴ないアルミナ膚は黄

　　　　　　　　　　　　　　　　　B　　　色鮒び樋過したアル・一、レ1謙艶婦ぴてい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る。これをメL底コルベンに取り冷却器を付してアル

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロールを溜去すると殆んど白色のエキス（5）が得ら

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　こ　　　　7甜アル・畑糊糞・より取咄して30・彫のヨ・1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　プラス謁こ入れ約200認の無水アル；コールを加えて還

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　流冷却器をつけ，2i碕・聞程抽川を行なうとアルコール

　　図2．　朝比奈式蜘⊥喘　　　　1よ蹴鮒びてくる・このアル”一・噸麟して丸底
　A；根部を入れる　　B：エ＿テルを入れそ，　　　　　ロルベンに取り冷却旨｝｝を付してアルコ開ルを溜表する

　C；水浴　　　　　　D；ジムロート式冷却器　　　　　と黄色エキス（5）ノが得られる。（得鍛各エキスとも

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　約（1．5のこれらの白色エキスおよび黄色エキスはどち

　　（2）　色　　累　　　　　　　　　　　　　　　　　　らも吸湿性でrl二1’酸味力二ある。

　根部から抽出した色素を含むエーテル液を丸底コル　　　　　（6）黒褐色エキス

ベンに移し，冷却器（ジムロート式）を付して水浴上で　　　　（3）黄褐色エキス約1｛x｝評を2倍藁：の蒸溜水に溶解

工一テルを溜去するとコルベソの底に黒紫色の液状粘　　　し，これを無菌にした500紹の三角フラスコに入れ，

性物質が得られる。これを蒸発皿Ilに移し，コルベンの　　　これに予めMayer氏液（庶糖1呼，　NH4NO30，75チ，

底に残った色素は少盤のエーテルで洗い，洗液は蒸発　　　K2HPO459，　MgSO4・7H20碓，　Ca3（PO4）20．騨を水

皿の色素と合し，これを水浴上で蒸発乾固すると圃形“〆　1，00伽6に溶解）で培養・増殖させた酒精酵母Bren一

の無晶形色素（アセチルシコニン：黒田11））が得られる。　　nereillefe　Ras3e皿12）（酒精酵母の一種，醸酵力が強
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く歯膜形成は緩徐。浮澤状を呈し，液は混濁し易くて　　　るまで直火で濃縮する。濃縮液は蒸発1瞼こ取1）これに

軟い残潭を作る）の少鍛を添加して綿栓を施し30°C　　硫酸を加えて酸性とし（液量200紹に対して去N硫酸

の慨楓器中に謄く。これを1日2圓位軽く振り培養を　　5紹の割合），水浴上で静かに5時間以上加温すると・

続けると酵母添加後101訓ヨ頃より泡立ちがi三1立ち培嚢　　」二述の黄褐色エキスを処理した場合と1司様に黒褐色の

液は混濁してくる。2週間後この培養液を吸引濾過　　析出物が液の袈面を機い液は黒色となる。これな同じ

し，濾液を蒸発HILに移して水浴上で加温すると最初ア　　　操作で処理すると黄褐色のエキスから得られたものと

ルコール臭を放ちながら沸騰するが，さらに・加温を続　　　全くIrfl－一・の黄色結晶性粉刻くが得られるり（得蹴2・5’）

けて殆んど蒸発乾固した後加温を止め，室温，に放置す　　　3チ）

ると固化して飴状の黒褐色エキスが得られる。（得hl：　　　黄色結品樵粉末は，さらさらした微細な糸占品i生粉末

約40の　　　　　　　　　　　　　　　　　　で松脂臭があり，渋味と酸昧を有する。この結晶は

　これはやや甘味を有し，その組成は還元糖（麦芽糧1　　水，アルコール，エーテルに溶解し，水溶液轍徐々に

として）約18，3％，窯素約2・7％，灰分約2・7％であ　　　褐色な帯びる。また酸性溶液にも溶けるが・アルカリ

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　性溶液にはよく溶けて速やかに強くi齎赤色に帯色し，

　　（7）　黄色結晶性1分末　　　　　　　　　　　　　　　　　この帯色は溶液な酸儲kにしてもエーテルで抽出されな

　（3）の黄褐色ユキス約1（10ジを蒸発1陥こ取り，こ2し　　　い、、

に500紹の水を加えて醐噸乍しさらにIN硫酸約10π雌　　（8）黒ω欄鯛勿質

を加えて硫酸々憾として水浴上で静かに5時間以上加　　　　（7）における硫酸々性契工理液を吸引濾過し・て得恥

温すると黒褐色の析出物が炎面を概い繊よ黒色とな　　　れた黒色溶液を，エーテルで抽出するとき分液漏斗の

る。この処理液を吸引して濾別し，析出物は300紹の　　　器壁にねっとりとした液状の黒色物質が附蒋してく

三角フラスコに取って約3倍蟄のエーテルな加え，強　　　る。これを硝子棒で掻き出して蒸発皿に取り，水浴上

く振徽して放置するとエーテルは黄色に帯色する。こ　　　で加温して蒸発乾固すると黒色粘稠物質が綴られる・

のエーテル液を傾斜法によっ耐，取しよく梅・た濾紙　この物質は糊三力塙く，エーテル・アル・一ルには溶

を用いて濾過し3。嘱の…ヨ‘ワラ湘に入れてこれ　けないカミ，水に溶解して液は1絶を劉噂る・

に約59の芒硝（Na2SO4）を加えて1昼夜放1蹴する。　　　　　（g）　白色fl状結晶および（g）ノ白色糸lli晶

このエーテルを傾斜法によって分取し，500彫の丸底　　　　　　　｛生粉末

コルベソに移して冷却器（ジムロート）を付し，水浴　　　　（7）しで得られた黄色結酬曜1i粉末約理を10り認のビ

上で静かにエーテル々溜張するとあとに結晶性の物質　　　一カーに取り・このうえに5Q酩のビーヵ一を慮ねて時

が析撫してくる。これを蒸発川Lに取り，残った結晶は　　　謝凸肌で覆い，これを鷺熱式融点計のうえにおき（図

少量のエーテルで洗い繊しながら蕉発IllLの結ll響ユに合　　　3），温度を徐々にあげて行くと250°Cの附近で表面

し，水浴上でエーテルを飛ばした後，80°Cにした乾燥　　　に白色の結晶が現われてくる。さらに温度をあげて行

機中で乾燥するとさらりとした蔵色結晶性粉末が得ら

れる。（得量約α5の　　　　　　　　　　　　　　　a
　別に吸引濾過して得られた黒色の濾液を，5（｝0紹の

分液漏斗に取り100紹のエーテルを加えて強く振盈し

た後静概するとエーテル1翻；k黄色に帯色する。そして

羅には黒色糊肱物質が附違射る。この一テル液　　　　　　c
を分取し，さらに2回同様の抽出を繰返し分取した

エーテルを合して後，上述の析出物を抽繊したエーテ

ル液と同一の操作を行なうとこのエーテル液からも，

禰物から抽肌て得られたの胴じ艶縞馳棚ξ　　　　d
が得られる。（得・量約0．5の　　　　　　　　　　　　　　　　　＿§．、，＿、、　　　　　　　　　　　　　　　＋

　さらに．また，LEの粟叢部に》ついてもこれを3～5

㎝に細切し，約4・0009を大きな硝子製容器に入れ，葉　　　　図3，　　昇　　華　　装　　置

茎部全体が水につかるように水を加えて2～3Fl間案　　　　a：時計皿　　　　d；電熱式融点測定器

温に放遣すると液は黄色を帯びてくる。これを吸弓1濾　　 b：50彰ビーヵ一　e：温．度計

過し濾液はビーカーに移してその液鐙：幌～－1セ・な　　・・10瑠ビ「カーf濱料（実験材猟7））



鎗2号（1969）　　　　　　　　　　　　　　　　　45イ225）
くと280℃附近で強い松脂臭を発しながら黄色結晶性　　　硝子管；に活性アルミナをつめ，このアルミナ層を通過

粉宋の一部は分解して揮散し，その表面に現われた白　　　させるとアルミナ溜は燃かに黄色を帯び，通過した

色の繍猷郷してビーヵ畷）．廓一帯に鰍の悉占晶　工一テ・職横色研1｝びている。この一テ、腋撚

となって附着し5・吻ビーヵ一の底および下辺…帯　発lmこ馳，水浴上でエーテル翻曽ばすとあとに飴

には白色の粉末状結晶カミ附蒜する。また10伽6のピー　　　色粕状物質が得らオtる。この黄白色粒状物質の赤外部

カーの底には少量の黄色粒状物質が残り，その…・部は　　　吸収スペク1・ル（LR・）は，ヒノン（Qく雲》O）の

旅化している・　　　　　　　　　赤儲脚1賭ペクトルに近似してし噺、（図4，5）
ここで得られた馳鍬縞lllω）は，藤蜥お　　返1緊絶糊物質は水，ア・レ・一ル縄一テル麟解

よび醐虫試験により・㍗ル酸と，また白色結品1糊　し1水溶液は徐姫赤色婦びる。またこの物脚酸

末（9）’は剛瓢して無力く…ク酸と1碇し得た。　　｛・i踏液にも溶けるが，アルソ・リ性鰍で聴やか聞嵜

　　（10）黄白色粒状物質　　　　　　　　　　　　　　赤色に帯色し，この帯色は溶液を酸性にしてもユーテ

　（9）の操作で、加熱商250°C附近で止めて表面｝・ニ　　　ルで抽出されない。

白色結鹸が一卜分に現われたところで放冷し，炎面の白　　　　別に実1蟹矧オ料として仙用したArbutlnはAcetQ一

色結晶をピンセットで取り除くと，そのあとに黄陶色　　　bromglucoseとHydroquin（川eとを，Hいて化学的に

粒状物質が残るC一部は巌化している）。これをエーテ　　　合成されるが，天然に植物界に分布し，　ウワウルシ

ルに溶解し，エーテル液を11！1：径約1c肱長さ約10c滋疏）　　（Arc〔Q8taphy11（，s　Uva　UL・si）やコヶセモ（Vaccinium

　　4，000　　　　　　　　2，00P　　　　1，500　　　　　　　　　　　1，000　　　　　　　800micron
100　　　　　　　　1　　　1　　　　　1　蓼　l　I　l　l．　l　　l　　　l　　　I　　　　l　　　　　l　　　　　　　l

50

　　　3　4，5↑67　8　9　1011　12
図　4．　　叢白色粒状物質（実験材料（10））の赤外部吸収．スペクトル（正．R．）

　　↑：1・600micr。・と1・7Q（）ml・…の1｝11の吸収力洪轍1・磁（・・cくつ

100　4・POO　　、　　1　　2・ρqO，　I　l1・ラ00，　1　　、　　，　　1・マ00　　　、　　　　8POmicr。n

50

　　　　　3　4　5↑67　8　9　1011
　　図5・　ヒ〃（・－c＜1：1＞…）の赤郷吸収・ぺ・・ル（1．・．）

．　↑：1，60°mi…nと1・700・・i・・Q・の間の吸収が共範ケiヴ蝦。－cぐ「
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Vitis　Idaea　L）の葉には多く含まれているヒドμヒ　　　　荘11視野に精子　　　　20～30個程度

ノンの配糖体である26）。　　　　　　　　　　　　　　　　　冊：1視野に精子　　　　50～70個程度

　Arbutinは水，沸騰水，アルコールに溶解するが，　　　　Hh：1視野に精子　　　　100個以上～無数

不安定で酸，ある種の酵素などにより加水分解され　　　　　2・爽験方法

る。融点165°C　　　　　　　　　　　本研究の各実験に♪月いた墨験材料並びに爽験動物ぴ）

　この突験では市販品を使用した。　　　　　　　　　　種類及びその数は次のごとくである。

　実験方法としては抗一Gonadotrophin作月1の判定に　　　　（1）脱色素ll輩部を用いた爽験

膿々用いられてきたラット挫周期に及ぼす影響を観察　　　表記の材料を粉砕したものを前認の如き妊娠後半』朋

する方法（Ascheim　Zondek　reaction）及び家兎排卵　　　の婦人尿（以下妊婦尿と略称する）に，0・5〃磁の割合

に及ぼす作用を検する方法（Friedman’s　test）は福　　　に況じ，37°C　1時3間静澱後濾過し，1匹巌り濾液2認

沢19）等により実験材料（1）脱色素根部，（3）黄褐　　　を13匹のガr～にそれぞれ皮下灘射し（鍵験群），対照

色エキス及び（7）黄色結品性粉末を∫llいて行なった　　群にほ8匹を用いた。淀射後1，2，3，4時間に採

実験では効果判定が閤難であるとせられた。一方1　　　尿観察した（以下の爽験に於ても團様にして観祭した

同氏等は同じ実験材料について雄ガマ排精に対する影　　　のでこの点については言己載を略す）。

響（Mainini　pregnancy　test）を見たところ効果判　　　　　（2）　色素を用いた爽験

定は明確且定盤的に行なうことが出来た。そこで藩　　　表紀の材料0・理を無水アルロール1π6に溶解し，G

者は木研究において依Maillini試験セこより，各輿験　　　れを水で10倍に稀釈した電，の（1刎6中色紮107解奮1∫）

材料の抗一GonadotroplUn作用を検討することとし　　を妊婦尿に，10御加6の判合に混脅溶解し，37鑑℃1

た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　時闇静澱後，1匹≧当り漉液5紹な5匹のガマにそれぞ

　　実験動物及び実験乎技　　　　　　　　　　　　　　れ皮下注鮒し（実験群），対照群には5匹な用いた“

　前記各実験材料を妊娠後半期（第7月～館101Dの　　　　　（3）黄褐色エキスな用いた築験

婦人尿（可及的早朝尿を用いた）の所定鍛あるいはシ　　⑧妊婦尿に，120㎎加6の割禽セこ混合溶郷し，37℃

ナホリソ（混合性性腺刺戟ホルモソ），プリモゴニー　　　1時間静圃後，1匹当り混液5％を3匹のガマにそ

ル（胎盤性性腺刺戟ホノレモン），PUGホルモン（胎盤　　　れそれ皮下洗射し（実験群），対照群には3匹を用い

性性腺刺戟ホルモン）の所定単位に対し，各実験の所定　　　た。

の濃度に混合溶解し，要すればpHを調整して，37°C　　　⑤　また，この実験材料を妊婦尿に，250㎎加6，500

に所定時間静躍したものを，体重170～2009の成熟雄　　　刀卿認および1，000御／紹の割脅に混合溶解し，37°C1

ヒキガエル（Bufo　vulgaris）（以下ガマと略称する）　　時間静蔵後，1匹当り各混液2紹を各1匹宛のガマに

または体重15～209の成熟雄トノ・1火マガエル（Rana　　皮下注射し（契験群），対照群には1匹を用いた。

nigromaculata）28，（以下カエルと略称する）の背部皮　　　＠　さらにまた，この鍍験材料を妊婦尿に，100

下淋巴嚢内に，ツベルクリン用注射器を用い1所定貴　　　7呼／彫，200解ノ認および4002呼／薦の割脅に混合溶解

を注射し（以下皮下注射と称す），所定時間経過した　　　し，37℃1時間静麿後，1匹i当り各混液5認な各1

後，硝子毛細管を肛門より総排泄腔に挿入して採尿　　　匹苑のガマに皮下注射し（実験群），対照群には1匹

し，これを載物硝子上に滴下し，カバーガラスで覆っ　　　を用いた。

て鏡検し，排精の有無，程度および精子の運動状態を　　　④　別にまた，この突験材料を1認中40KEを食有

見た。なお対照として実験材料の混合以外は同様に処　　　するシナホリンに，600㎎／紹の鴇蛤に混合溶鰹し，

理した妊婦尿，シナホリン，プリモゴニール，PUG　　　37°C　1時間静置後，1匹当り1薦を3匹のガマにそ

ホルモンを同墨若しくは1司単位注射した同種の動物に　　　れそれ皮下注射し（実験群），対照群には3匹を用い

ついて同様iに観察した。　　　　　　　　　　　　　　　た。

　顕微鏡は，対物レソズ10x，接限レンズ10×，筒長　　　◎　そしてまた，この実験材’料を1紹中3001。U．

170㎜の条件で使用し，排精の程度は下言己のとおりに　　　を含有するプリモゴニールに，600η》／認の割合に漉合

表記した。（表1～12）　　　　　　　　　　　　　　　　溶解し，37℃1時間静置後，1匹当り混液1認を2匹

　　　　　　　　　　　記　　　　　　　　　　　　　　のガマにそれぞれ皮下源射し（実験群），対照群には

　一：全視野に精子　　0個　　　　　　　　　2匹を用いた。

　土：全視野に精子　ほぼ100個以下　　　　　　　　　　　　（4）　茶褐色エキスを網いた実験

　＋：1視野に精子　ほぼ10個程度　　　　　　　　　　　　妊婦尿に，200ア解／π6の割伽こ混合溶解し，37°C1
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時間静1愚後，1匹当り混液5昭を4匹のガマにそ斗tぞ　　　1伽卯磁混液は3iフqのカエルに，5ア砂ノ紹の漉液も3匹

れ皮下注射し（実験群），対照群には31狸を用いた。　　　のカエルに，171呼加6混液は5匹のカエルにそれぞれ皮

　　（5）白色エキスおよび（5）ノ黄色エキス　　　　下注射し（実験群），対照群には3匹を用いた。

　　　　を7ilいた実験　　　　　　　　　　　　　　　　⑤　またgこの契験材料を1紹中251．　U．を倉有す

　この2種類の実験材料はいずれ．も妊婦尿に，1｛〕0　　るPUGホルモソに，10η膠／”16の割禽に漏合溶解し，

”塀／彫の割合に混合溶解し，37°C1時間静蔵後，1匹　　　37°C　1時間静置後，1匹当り混液1紹を3匹のカェ

当り各混液5紹を者2匹宛のガマにそれぞれ皮下注射　　　ノレにそれぞれ皮下注射し（実験群），対照群には2匹

し（i夷験群），対照群には各2四宛を用いた。　　　　　　を用いた、

　　（6）　黒褐色エキスを用いた実験　　　　　　　　　　　（11）Arbuしinをlllいた実験

　妊婦尿に，200㎎／紹の割合に混合溶解し，37℃1　　　妊婦尿に，2・57呼加6，7・5四／刎6，15㎎／紹および20

時閻静瞠後，1匹当り混液5認を8匹のガマにそれぞ　　　π呼／紹の割合に1昆合溶解し，37°C2時間静i露「直後，1匹

れ皮下注射し（実験群），対照群には突験材＊ll（3）　　　当り各混液2η6を，2・5π塀加6温漁柔7匹のカユルに，

黄褐色エキスを妊婦尿に，200η塀／lll6の割合に1｝鹸溶解　　　7・51卿紹漉液も7匹のカエルに，正5㎎／癬混液は12

し，37°C1時間静i醗後，1匹当り漉液5紹な6匹の　　　匹のカエルに，2伽塀／紹混液は61猟のヵエルにそれぞ

ガマにそれぞれ皮下油射したものと，妊婦尿だけを症　　　れ皮下沿三射し（実験群），対照群に1累合計21匹な用い

射した3匹とを用いた。　　　　　　　　　　　　　　　　た・

　　（7）　黄色結晶性粉末を用いた実験　　　　　　　　　この実験は6回に分けて行ない・渇液は：1バク酸で

　③妊婦尿に，67㎎加6および・晦／癩の割台に混脅　！lll酸憔（PH　5・8）としたが1部の温液は燦酸水素ナト

溶解し，37℃1時間静置後，1匹当り省棍液5紹な　　　リウムでPH　7・8～8・6とした。（炎【・1：隅印のもの）

各4匹宛のガマにそれぞれ皮下注射し（実験群），対
照群には1匹を用いた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　II・実験成績

　⑮また，この実験材料を1π6巾50LU・を奮：1∫す　 （1）脱色素根llllを用いた爽験の成績は表1に示す

るPUGホルモンに，20四／π6，15η》／麗，10解／麗，　　　ごとく，対照群は8匹中6匹iこ排精を認めたが，実験

5㎎／紹，2刀厨紹および17呼／認の割合に混合溶解し，　　群においては13匹全部に排精を認めなかった・（表1）

37°C1醐総後・1匹当略混液1η6を，2吻加6　劇艶熱期1混合欄尿、。よるマイ。。撒

撒は1匹のカエルに一5碗6混液も晒のカエル　　　の1蝋（ガの
に，10π野紹混液は2匹のヵエルに，57昭／彫混液ほ3

撚鵬、繋蝋鼎説1翻1．＿壷墜む逃〔轟｝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　0　　　　　－　一　十　十

対照糊よ2匹翻いた・　　　　　　対　2　〃　一＋＋＋

お、び翻，、の齢。飴溶解、，炭酸水素ナ，リ　粟　・　〃　一一一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5　　　　〃　　　　　一　一　　一　一
ウムでpHを4～5・5に説して・37°C塒閲総後1　　　　6　“　　＿＿一＿
1匹当り各混液砺6を各4匹宛のガー7にそれぞれ皮下　　　　　験　　　7　　　〃　　　　＿　＿　＿　＿

注射し（実験群），対照群には3匹を用いた。　　　　　　　　　　　8　　　〃　　　　一　一　一　一

　　（10）　黄白色粒状物質を用いた実験　　　　　　　　　　　　　　　9　　　”　　　　｝　一　一　一

③妊婦尿に・1吻／鷹癬お・び・・彬・割　群ll　；　：：＝
合に混合溶解し・炭酸ナトリウムでpHを4～5・5に調　　　　　　　12　　　〃　　　＿　＿　＿　＿

整して，37°C1時間静雌後，1匹当り各混液1麗を，　　　　　　　　13　　　〃　　　　一　一　一　一

　　（8）　黒色粘稠性物質を用いた爽験　　　　　　　　　　　　　　　3　　　〃　　　　一　一　＋　＋

　妊婦尿に，127㎎／麗，20㎎／認および1201解／彫の割　　　　　昭　　　4　　　〃　　　　一　一　一　一

合に混舗解し，37・C1騨］静置後，1醐賂混　　”“　5　”　一卦朴朴
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6　　　　〃　　　　　一　一　　一　一
液認酪1醗のガマにそれぞ被下注拷寺し（撒　　群　7　“　一一卦升
群）1対照群には3匹を用いた。　　　　　　　　　　　　　　　　8　　　〃　　　一　一　一　＋

　　（9）　白色針状結晶および（9γ白色結1劉生　　　　　　　　　　　1　　　｛｝．5　　　＿　＿　＿　＿

　　　　粉末を用いた実験　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2　　　〃　　　　一　＿　＿　＿

　この2種類の実験材料はいずれも妊婦尿に，4㎎／紹　　　　　　　　3　　　〃　　　　一　一　一　一



48－（228）　　　　　　　　　　　　　　　　　　儒州幽志鐸∫1捲

　（2）　色素を用いた実験においては，対照群の5匹　　　　を見なかった。（表5）

および実験群の5匹全融こ捌・精を見た。　　　　　（4）茶褐色エキスを用いた実験の成脚：表6に示

　（3）黄褐色エキスを用いて行なった雲験のうち，　　　すごとく，対照群3匹のすべてに排精を認めたが・実

　　④の実験の成績は表2に示すごとく，対照群3　　験群では4四ll1匹に排精を認めただけである。

　　匹全部に排精を認めたが，輿験群では1匹に沿…射

後・醐および・劇・・採肌たもの蝋醐・1・　劃黄髄工驚齢シナホ11ンによる

㈱剛撒・い時…】蝋轍・， @’臓lil燃1鰯，。。）
　f山L4）2U巨｝こ．｝よ4訓曙肖を↓己なヵ・った口（表2）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ガマ　　濃　度　　　　1非　　　凝量．
衰2　黄褐色エキス混合妊婦尿に」；るマイ湿㌔　　　　　　　番場　吻／ηの　　三漬厄ド莇“41∫

　　　　試験の戒績（ガ㌧マ）　　　　　　　対　1　　〔｝　一＋＋一ト

　　鶴鶴／揚i、塚ボ㌦備考　　雑　1　；　二±坦1

対　　　1　　　0　　　－1十　・トト　十ト　・日一　　　　　　　　　　　　　　実　　　　1　　　　600　　　　－　　一　　一・　一

照2〃＋＋＋＋　　　縣・　〃　一…
群　　3　　　〃　　　十　十　十　十　　　　　　　　　　　　　（ω　　　3　　　　　〃　　　　一　一　一・　…

鵜11°：蕪：縄衷・1蝉讐轍議一一・に・・
＠3　”　一一一一　　　　　（プリモゴ。一ル300LU．／，6）（ガめ

　⑤の突験の成繍壊3に示すごとく・250剛紹　　　　ガー・　濃度　　排　輝爺
を酬し醸験群に排鞭i濾めたが，他の2っの　　　　翻　（卿紹）「範礪1∴i玉”…

　雲験群では排精を誌めなかった。なお対照群は排　　　　対　　　1　　　　0　　　冊　帯　耕　帯

　◎喋験の成績戯3に示すごとく，K脚擁　…騨一r……蒔r…二’コ＝二…
を注射し懐験群闘構渤・他の2つの撒　　醤、　“　＿＿
　群には排精を認めなかった。なお対照群は排精を

　認めた。（．表3）　　　　　　　　　　　　　　　　　　表6　茶褐色エキス湿合妊婦尿にょるマイニ晶

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　試験の成績　（ガマ）
表3　黄褐色エキス混合妊婦尿によるマイニニ

　　　　試験嚇伽・　　　　　鶴離望～鄭概fド・一
　　鶴1蕩／蕩了鍔晋…議i－　考　”【『1好…㎜「…｝『…二耳　；．…4「門

精嬬めた・　　　　　　　糠2　〃　垂旧側帯

，蟹㌧L＿L二王王土＿＿＿　　器　l　l　論㍊

魁、iiにllぎ齢　l　i甥二lll
一饗1L＿」一二．』L坐＿＿＿＿　　　　4　　”　～一㎝｝
　突　1　　100　辮帯帯柵　　　　　　　　（5）白色エキスオδよび（5）’黄色エキメ、を川い

馨・2。・一一一　　　嵌験で醸騨の釧剛鞭融、鯛1鰯こ
⑥3 @4°°一一一一　　　灘轍鞭勘た。
　　⑥の実験の成績は衷4に示すごとく，夷歪照群3　　　（6）黒褐色エキスをナllいた実験の成績は表7にボ

　　匹は全部に排精を認めたが，実験群の3匹金部に　　すごとく，実験群8匹のうち3匹に排精を見た。対照

　　排精を認めなかった。（喪4）　　　　　　　　　　群のうち（3）黄褐色エキ7・を用いた実験の成績は蓑

　　⑨の実験の成績は表5に示すごとく，対照群2　　　7に示すごとく，6匹中1匹に排精を見ただけであ

　　匹ぽ発部排精を見たが，実験群2匹には全く排精　　　る。また妊婦尿だけを溌射した対照群は3匹全蔀排精
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表7　黒褐色エキス並びに黄褐色エキス混合妊婦　　　　　　に排精が見られた。、二れに対し，10，呼／紹，15

　　　尿によるマイニエ試験の成績　（ガーマ）　　　　　　　7解／η16および20㎎／磁の災験群では全都に排精を

翻篇1み3翫拶1榊　㌍つ聯繍2噺繍が聯
対　　1　　　0　　　－　十　十　十ト

籔；論晶一　表讐灘糠姦Pu（　畷
．．． @　　．．　＿　　．．　＿．　．　＿．．．＿　　　　　、　　．．、、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（P疋rG，1：ノレモン501．U，／魏6♪　　（カエノレ）

　　　1　　　　　200　　　　　　一　　　一　　　『卜　　十　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　胤

1肪llll％　諾騨・甑1粋1ビ1胞
　　　5　〃　一一一一　　　イ洋2　〃十十一トー1囲
26　6　－一一一　　　‘　…T1…12「一二㌘こ1コー冒｝…’‘’咽
　　　1　　　　200　　　　　－一　　一　　一ト　　，1『　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2　　　　　15　　　　－　　一　　一一　　一

実1　；　：：：出　　　　実　3　1・　：ー二「こ…一
験　4　　〃　　一一一一　％　　　験＿：L．．＿．．魚…．＿二．．．．二＿二＿ニ……、＿＿…

　　　5　　　　　　　〃　　　　　　　一　　　一ト　　ート　　→－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5　　　　　　　5　　　　　－　　　十脅　→一　　い1『　　　・｝・精子

群1　；　：：：：　　　　群　l　l　：：二二殺：活動

　　　8　”　一一一一　　　⑤噛8『…’””幽巨凹』”聞i∴1”’”：F’’’”二1二…’『’馳’幽…ド

を見たり　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿、、豊＿、＿＿，∬＿．＿．．二＿士．．＿土＿烹．＿…．．．．＿＿．、

　（7）　黄色結晶性粉オくをr川いて行なった実験のう　　　　　　　　10　　　　1　　　十　十ト　・梓　・卜ト

ち，

　　⑧の爽験の成繍談8に示すごとく，6卿吻　　（8）黒酬i稠｛！吻質を川いた爽験でをよすべての実

　　実験群4匹輔1剛鞘を見なかったが諏励㈲　験糖こ排精観た・対具鮮3匹全ご伽も排精が見られ

　　実験群では叔叫U匹に嚇精観た。なお対照群　た・なオ談験群のうち・12卿解齢テよびユ2吻癩の実

　　には排精が見られた。　　　　　　　験群暇験の翌日死亡した・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（9）白色針状結晶および（9）’白色結愚性粉宋

　表8黄色結晶性粉末混合妊婦罎によるマイニニ　　　を∫llいたi突験では，いずれの雲験群もすべて排精を認

　　　試験の成績　（ガマ）　　　　　　　　　　　　めた。また対照群3匹も全部排精を認めた。

　　　　ガマ　濃度　 排　精　　　（m）黄白色粒状物雲｛を用いて行なった実験のう
　　　　翻　（剛認）　fヨ2・3・4・　　・ら，

響1　・　＋斗｝H囲　　　⑧の実験の・燃・豪1・剛ごとく・團励
　　「　 暫「一…：　丁二而一一：凶一〒　『『　撒群51肋うち21’緊拶｝1精観た鮒で都匹
　　　2　“　　＿＿＿＿　　　宛を用いた他のり撒群の儲阻排精観なかつ
実　　3　　　〃　　　　＿　＿　＿　＿　　　　　　た。対照群3匹はいずれも排率llを認めた。

験　　4　　　〃　　　　一　＿　＿　＿　　　　　　　㊥の突験の虞績は表11に示すごとく，災験群3

群丁　U幽一．．’…‘∵……：｝∵二’『’』：…’　匹酬1剛1…鞭販か・たカえ・対照群2融総

④1；竺墨　（灘論，い。実験囎職12嘲ご
　　　8　　　〃　　　＿　＿　＿　＿　　　　とく，2511翻”16の実験群では7匹中4匹に1ソll精な認

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　め，7．5㎎／麗の実験群も7匹中4匹に排精を認めた。

⑤の爽験の成績は表9に示すごとく，1㎎／紹お　　　しかし，1571砂認の契験群では12匹申4匹に，また20

よび27昭／磁を注射した実験群には全部に排精が　　　1’幌／酩の突験群では6匹中1匹に排精を認めただけで

謝められたが，5㎎／η6の実験群でほ3匹中1匹　　　ある。なお対照群21匹はすべて排精を謝めた。
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　前述の実験成績を通覧すれば，実験栩ξll（1），　　　LE原草から水抽出により得られた黄褐色エキス（3）

（3），（4），（6），（7）および（10）並びにArbutin　　（以下水性エキスと称す）水1生エキスの無水アルコー

には抗一Gonadotrophill　l／F用が認められたが・（2），　　　ル抽出残査より得られた茶褐色エキス（4），水性工

（5），（5）ノ，（8），（9）および（9）’にはこの作用　　キスセこ酒精醗母を作用させた後に得られた黒褐色エキ

ほなかった。換言すれば，抗一GonadotrOPhin作用は　　　ス（6），水性エキスの硫酸処理物よりエーテル抽出

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　により得られた黄色結晶性粉宋（7），黄色結晶性粉
表10黄舶粒状物質混合妊婦尿によるマイニニ　　末効1熱して有機酸を除去して得られた黄白色米鰍

　　　　繊の1燃（カエル）　　　　　噸（1。）およびA，b。、i。に1渤ら批力・ILE根

　　　　カエル　　濃　度　　．＿挑．．一．糖．．…＿　　　部からエーテル抽韻により得られた色素（2），水性

一＿一蚤雌剛麗L．互亙簗ヨi工二．　エキスから瞭水ア、、。，．ル抽拗であ砧色癖

　対　　　1　　　　0　　　　十　朴　卦　十　　　　ス（5）および黄色エキス（5）ノ水性エキスの硫酸処

　照　　　2　　　〃　　　一　一1卜十什　　　理液をエーテノ嫡i拙した際析出してくる黒色粘稠性物

＿避＿＿註＿＿”，＿：．焦薫．．†一　質（8）讃鰯灘i，粉末（7）を繍羅して得らオ・

　　　　　　1　　　　1　　　－　一　一　一　　　　た白色針状結1穿II（9）および陶色綿lll性粉末（9）’に

　　　　　2　　　　〃　　　　一　一　一　十　　　　は誌められなかった。

　突　　　3　　　　〃　　　　一　一　一　一　　　　　また，水性エキスは12〔〕㎎加6以上の濃度で抗一Gon－

　　　　　4　　　”　　　　一　一　一　＋　　　　adotrophin伯…川を示すが，黄色結晶機粉末および黄

　験　　5　　”　　一一『一　　肉色粒状物質は4・1幽6の濃度でこの作用を示す。

　　　　　6　　　5　　　－　一　一　一　　　　Arbuth1の場合，2・5πW紹および7・5卿／紹の濃度で
　群　　　　7　　　　〃　　　　一　一　一　一　　　　或る程度の抗一GOIladotrophin作用が観察された。

　　　　　8　　　　　〃　　　　　一　一　一　一
　④　　一・F『一一…一・…『・一一・・…・…・…・…’・・’……騨…’’”……　　　　　　　III，総括並びに考按

　　　　　9　　　　10　　　　－　一　一　一
　　　　　10　　　〃　　　　＿　＿　＿　＿　　　　　アメリカインディアンがLithOSphermUi11の一種で

　　　　　11　　　　〃　　　　＿　＿　＿　＿　　　　あるL．rUderaleを避妊の目的で煎用していたことが

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　明らかにされ1）てからLitl抑SpermUmに関する多くの

　表11黄白色粒状物質混合PUGホルモソによる　　　　研究が行なわれてぎたが，その結果Lithospermum

　　　　マイニニ試験の成績　　　　　　　には動物実験で発1鶴印制・）1・）16），子富の縮4・ならびに

　　　（PUGホルモン251・U・／吻（カエ・レ）　　造精磯能1轄・），卵巣の萎縮・・等を来す成分が舗

　　　　カエル　濃度　　排　精　　 されていることを示唆する興味ある研究が報告され
　　　　番号　（㎎／塑L－　1h互ヨニ鳶『r一気τ　　

た。

馨1ρ増鮮　で騰鵯灘用鷲猿簿鷲徽

　⑮3　〃　一一一一　に阻止されることが知られている15）。

表12　　　　　　Arbutin加妊婦尿によるマイニニ試験の成績
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（カエル）

＼瀞野1皿皿　…　　　排解備考
0（対照）　帯糧　帯帯　　十卦±柵＋惜　朴帯十ト十ト十朴帯珊惜→十　＋　　　　　2％ユ　　聾NaHCO8な
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊零＊　　　　　　　　　　　　　　　加えてPIIを
　2．5　　　　　　　　　　　　　　　　　　…一｝　　　十ト十土　　　　　　十　　　　　％　　　　7．8～8、6とす

7．5　帯　　　　　　一　 盤喜　　　　％　る・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ホ　ネ　　　　　　　　　　む　ホ　ネ
　15．0　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一　　　　　 帯一土一一　　　　十土一一一　　　　今宜2

2αO　　　　　　　　　　　－一十　　一一一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　シ6
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　さらにPlunkettおよびNoble4）（1951）は，試験管内　　のようなメカニズムでGona〔IQtr。pllinを不活化する

に混合して37℃211寺問静瞳するとLlthOSpermUm根　　　かについては全く門く明の状態である。

の凍結乾燥浸lil液0・8餌望相蜘の少燈でも妊馬，血清性　　　齢麹よLithQspermum　erythr〔｝rhizon（和産ムラサ

Gonadotrophil110（）LU．の力価を完全に阻止するこ　　キ）から抗…G（madotrol）hin作州物質を取りi、llす突験

とを誌め，この作用は脳一『垂体易【1除未成熟ラットに最　　　1こオδいて，水性エキスに抗一GOIladotrophin作用キ勿質

に明らかに観察されるという。このように妊馬血清挫　　　が移rナしてきていることを知ったが，さらに，こみ砺

G（，nadotrOphinが試験管内でLithOSpermum浸｝工1液に　　　質は水性エキスを酸性溶液で処理した後にエーテルで

よって極めて鋭敏に不活化される事実は・脳下111i体に　　抽出されることから，ある種の結合体であ為ことを推

は組織学的変化を起さないというZahl17）（1948）の実　　　建した。

験と併せ考えて，LiヒhospermUmの発情抑制1／li用の機　　　また著線よこの抗一GOIlad【ltrOPllin作用物質を精製

転がGonadotroPhinを慮接中和することにあるとも考　　　し，この物質の赤外部吸収スペクトルがヒノソのそれ

えられる。わが園ではLEを用いて石ジ1寧18）（1955），　　　に近似していることおよびこの物質が水溶液とくにア

福沢19）（1958），伊藤20）（1959）がin　vitr（1の抗一Gona一　　ルカリ｛｛1・溶液で不安定であることからLithosper111u111

dotrOphin作用を掌殴告している。著歯21）（1956）も福習吏　　erythrorhiz（，n｝こ食有されてい為抗・・Golladotrophi11

19）（1958）と共にLEの榔ll；・地．1・駄1府られたガく　鰍1物烈、亦ヒ〃系化勧であろうと考えるに至っ

｛生エキス僕験非捌（3））劃匡びに・馳繍性捌ミ（実　た⇔

験材料（7））を水に解溶後これらを①ラットに注珊　　　　ヒノソ系化合物は一般に不安建とされているが，

して性澗期に対する影響を観察したり・②予め厭兎に　　GrahamおよびMUlm鋤等（1955メ）はLithoSpermu【｝1

注射して後妊婦尿を注射して排卵のイ∫無な検したり・　　　を収穫してこれを乾燥して貯蔵すると1年以上経巡し

また，③ヵエルに注身fして後妊婦尿を沈封して排精の　　てもLithuspermumセこ奮有されている抗一Gonado一

状態観るなどして1・vi・・での1プ‘『G。n“dQt「°phi夏ユ　t，。Phh、1乍用伽£の測…厭なわれなかったが，水溶

作用の有無を検討したが，これらの爽験においては，　　　液の状態では不安簸であり，酸性では比較的安建であ

明らかな抗一GQn・d・…pl・i・1乍髄ll忍めること1；Lでき　るがア，レ川・llだと（pH7，5）4・Cに保。ても1週間で50

なかった・　　　　　　　　　　　％競甜三が失紺，）れ，2週間御こは撫G・…d。t・。phi・
就石將琶2）（1956）はLEI勲浸徽あるい1・L概　竹・1楓殆ん瑠めら漁か。たと幸胤ているが，・

をラ・ト（皮下酬）沼ウス（雛i投与）崎勲　渦亦謎の1際畷付肪ものとしてよかろう。

i・vi・・の実験ではとく醗↑i彗馴に影灘みられな　さらに進んで諾しLith。、p，＿、に舗鉢て

鞍1欝纏擁羅羅欝ll誌碧鵬糊糖謙講僧；

認灘羅驚徽篠蕪垂論．蕊畿£訴謝蕊灘欝続1難
よるホルモソのi劇妾不活化作用について実験的研究を　　　す反応に関与するものと考えられる・何故ならば・

行ない，その糸繰Lith・・、－um　l獄囎内におけ　R…nおよびMillman等（1955）6）畷験において・

ると同撫L液・1捌悩下劃・1・ルモ・創・活1・k化する・も　抗一G。n・d・…Phi・1棚鮪するヒ”系化働の

のと鰍しているカ㍉細また職下湖手で働馳　一ど一Q嚇が↓・・（・・アルキ曝）と樋・とに

の成分があるか否かは不明で・今後の化学的研究に待　　　より，この化命物の有していた抗一Gonadotrophin　f㌃三

たねばならないと述べている。　　　　　　用が失なわれることが実験向勺に賄されているからで

　そしてGrallam等（1955）5）はhl　vitroに見られる　　ある。

。の抗一G。nad。t・。Phi・1’翻倣1よ，ある種の・〃　　さらに敵著猷LEに舗さオ1・てい翻‘四G°n輯

化合物であると推建したが，さらにRosel1および　　　adotrophin作用物質が硫酸で分解されることから，

Millman享（1955）6）はいくつかのヒノン化合物につい　　　この物質は植物体中ではあ厨！童の結合体として霧雀し

　てその抗一Gonadotrophin作用を研究した。しかしなが　　　ている專を推定した。

　ら未だLithGsperlnumに禽有されている抗一G。nado一　　　若しこの抗一Golla（lotr。phin　f乍用物質がヒノン系化

t，。phi。1乍肋質の本体が果して・〃化働である　働の縮イイ・であるとし翻合・・の齢1奉力～分解し

か否か，そして・の抗一G・・ad…。・h玉・欄糠がど　磁｝寿1登の状態甑暁ければ，」・1継の如ぎヒ”船
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物の反腿（↓Q勤るい1よ↓…望1凱塒鵬．　っ勘し畑8‘－GQ・・d・t・・phi・㈱を認め鴛・らず，

ない筈である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　隔沢も亦LEの水性エキスを酸処理して得られた物質

　従って結合体となっている抗・・GOIladotrOphhl作　　　（実験材料（7））をラッ』蟹兎およびカエルに～：k射

用物質’が，その抗一・Gonado亡rophi1ユ作用を発現するま　　　したill　vivoの実験で抗一．Golladotropllin作用を111：っ

でには分働こ要する時間が必要である。L6Serおよ　　きりと観察しなかったQ

びWerllze等（1955）7）｝」；ある種のGOIlad〔〕tr〔｝phh1　　　揮者はLEから取り1．Uされた抗・－Glmadoこrophi皇1作

（Thyre・tr。pen　lエ・rln・n）を用いて1，ith・SPビ1mulll　lll物質が酬：」の酵索・に対しては安定である1二とを知っ

の水性エキスによる抗・．Gonado〔rく）phin作川に：要一1一る　　　た、，

時闇を測定したが，両者を混合して3～15分経過した　　　以上の断点，即ち1①Lith〔〕spernulmエ・uderal。の

場合は全く不活燃化作用は観察されなかったのに，｛｝｛｝　　抗・イ｝011三ld〔」亡r【）pilin作1月物質は水性ユキス中に移行し、

分後には不活化の傾向が見られ，120分後には，はっ　　てくること，②この水挫エキスは経1二｝投加こよ．って効

きりと不活化作用が観察されたといっている、，これに　　果を示すこと，③植物休lllの抗一GOnadoとr（，phl血イノド川

反して，抗一GonadotrQ1）hi11作用物質が遊離の状態で　　物質｝IP｝吃燥状態では安楚であるが，水溶液，とくにア

存在しているものと思われる実験材料（7）黄〔L結品　　　ルカリ性溶液では不安建であること，④酵素の作用な

性粉末を用いて行なった実験（福沢：1958）19）で｝1L，混　　受け難いこと，⑤水性エキスlllの抗・・一（｝011ad（，tr‘）phill

舎してから4Q分後に既に薪明なG（ma（lotr⊂）Pllin不活　　　1ノド川物質IJ；硫酸で処理するとユーテルで抽出される点

化作用が観露されている，，　　　　　　　　　　　からある種の糸ll沿体（配糖fイ‘）と思われること，⑩水

　別にまた，GrahamおよびMillman等（1955）5’1よ妊馬　　　性ユキスの硫酸処埋後工一テル抽ll5された物質はアル

血清性GonadotrOPhi11（以下PMSと略す）を用いてこ　　カリ性溶液で速やかに暗赤色を帯びてくること，⑦こ

れにLith・5permu1ユ・の水性エキス8〔脚から0・0切ま　の物質の赤外部吸li又スペ列・ルはヒノソのそれに近

での異った濃度で混舎し…nvitr。での抗略onadQ一　似していること，⑥ヒノン系化含物のあるものは抗・・

trOphh1作用を見ている。この実験では抗一Gonado－　　GQna【10trophin作用をイ∫し，その作用はヒノンの反

t・。・hi・f1・用。よ8晩齢した澱のものに最囎く　腿である↓。・がある物質と糸、ll合すると抗．G。11．．

見られた・この現象はLith・・1…m・mの種類によっ　・・d・t・・phl・で’剛力椥。れること，⑨植物界に｝よ多種

て多少の差異があったという。若し，抗一Gonadotr。…　　類のヒノン系化合物の存在が知られていること，⑩と

Ph｛n作用物質が植物からとり出された水性エキスlIl　　くにヒドロヒノソの削糖体であるArbutillを多遇：に

である種の結合体として存在していたとすると，水溶　　　奮むウワウルシ葉並びにロケモモ葉は古くから尿路疾

塑1・ではPMS鷹換反馳起してIA物艶抗一G物　患治療の1・l　ll勺に醐さ2・ており，・れらを｝ll｛肌ゾ覇

劉＋PMS－iPMS一抗一G4劉・爾質の如くな　翻、隔嫌したヒノンが排　　されてくるとされて・・

り，抗一Golladotrophi1エ作用物質はPMSの翁する　　　ること27），について総合検討し，これらの諸点，特性

GonadotrOphin作ノ11を失なわせると考えることが出　　　を満たし，天然の植物体中に見出され，⊥し，化学的紐

来よう。愚換反応には一一般にそれぞれセこ適した反応濃　　　成も明らかになっている物質で，しかも水漕液rhでは

度が存在するが，この場合は8㎎を混合した時の濃　　　ヒノソと相互に変換しているヒドロヒノソの閉糖体で

度がPMSと抗一Gonaclotrol）hin作用物質の反応に最　　　あるところのArbutin（Hydroquillone　glucose）に，

も適していたと考えることが出来よう。また彼等ほ　　　かかる抗一GolladoしrOphin　f乍…用がありはせぬかと想到

この現象がLithospermum・の種類により多少の差異　　　し，実験によりこれを確認し得たのである。なお，実

を認めたことは，それらの植物に奮まれている抗一　　験は1）Hを調整して行なったが，pHを調整せずに卵

GonadotrOp埆n作1用物質がそれぞれ異った物質と結　　　巣：重鍛を基準として行なった田原29）（1956）の実験では

合していると考えればよかろう。　　　　　　　　　　　GOIladotroplli11を不活化していない。

　既述のごとく，CranstOn（1945）2）1よLitb〔｝spermum　　　　以上のことから，若しLithospermulnに奮有され

の漫出液をマウスに経1：1的に投与して抗・・Golladotr‘）一　　ている抗一Gonadolrop工、in作用物質がArbutil1の如き

1）hin作用を認めたが，福沢19）（1958）がLI二の根末お　　　ヒノン系の化合物であるならば，どのような化栄的構

よび浸幽液をラットに経1二1投与した突験では性周期の　　　造を有し，いかなる物質とどのような状態で結合して

消失は見られなかった・また・Phl・k・tt等（1951）4）　いるか，また，いかなる組成あるい剛こ態の物質がよ

のLithospermumからアルロールまたは水で抽出し　　　り強い作用を携するか等の点についてさらに研究を進

たエキスを動物に注射したin　vivoの実験では，は　　　めることにより，経口投与により十分抗一GonadQtro一
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